
滞
在
型
保
養
プ
ラ
ン

「
現
代
湯
治
」
に
取
り
組
ん
で
い
る
三
朝
町
で
、
健
康
な
ど
の
要
素
を
含
む
観
光

と
し
て
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
オ
ー
ク
を
活
用
し
た
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
計
画
が
進
ん
で
い
る
。
三
朝
温

泉
旅
館
組
合
青
年
部

（御
松
利
洋
部
長
）
と
同
温
泉
観
光
協
会
青
年
部

（山
内
有
二
部
長
）
が
観
光
客
の

誘
致
事
業
と
し
て
発
案
。
す
で
に
両
青
年
部
員
の

一
部
が
公
認
指
導
員
の
認
定
を
受
け
る
な
ど
し
て
準
備

を
始
め
て
お
り
、
来
年
春
か
ら
の
実
施
を
目
指
し
て
い
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

う島政X公認指導員を準備

三期が活用
平成熟al`

昼
は
汗
流
し
、夜
温
泉

・両
青
年
部
は
、
現
代
湯
治
で

長
期
滞
在
す
る
観
光
客
ら
の
昼

間
対
策
を
模
索
。
町
内
に
あ
る

温
泉
や
自
然
環
境
、
グ
ル
メ
な

ど
豊
富
な
資
源
を
活
用
し
、
保

養
だ
け
で
な
く
、
子
ど
も
か
ら

お
年
寄
り
ま
で
を
対
象
に

「健

康
」

「
自
然
」

「
レ
ジ

ヤ
＝
」

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
た
ス
ポ
ー

ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
観
光
メ

ニ
ュ

ー
化
す
る
た
め
、
効
果
的
な
有

酸
素
運
動
が
で
き
る
ウ
オ
ー
キ

ン
グ
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る

ノ
ル
デ

ィ
ッ
ク
ウ
オ
ー
ク
に
着

目
し
た
。

事
業
化
に
向
け
た
第

一
歩
と

し
て
、
両
青
年
部
員
が
全
日
本

ノ
ル
デ

ィ
ッ
ク

・
ウ
オ
ト
ク
連

盟

の
指

導

者

養
成

講

座
を

受

講
。
７
人
が
認
定
試
験
に
合
格

し
い
公
認
指
導
員
の
資
格
を
取

得
し
た
Ю
具
体
的
な
運
営
方
法

な

ど

は

こ
れ

か

ら
検

討

す
る

が
、

コ
「
ス
と
し
て
温
泉
街
の

ラ
ド

ン
ス
ポ

ッ
ト
や
三
徳
山
、

小
鹿
渓
な
ど
の
名
所

・
旧
跡
、

田
ん
ぼ
の
あ
ぜ
道
巡
り
な
ど
、

町
内
の
魅
力
を
感
じ
て
も
ら
え

る
設
定
を
考
え
て
い
る
っ

御
松
部
長
は

「
昼
間
の
魅
力

ア

ッ
プ
な
ど
温
泉
の
付
加
価
値

を
高
め
る
取
り
組
み
。
ノ
ル
デ

ィ
ッ
ク
ウ
オ
ー
ク
は
適
度
な
汗

が
か
け
、
リ

フ
レ

ッ
シ

ュ
で
き

る
。
単

一
的
な
イ
ベ
ン
ト
で
は

な
く
、
四
季
を
通
し
て
実
施
し

た
い
」
と
話
し
て
い
る
。

観光客らの昼間対策として計画されている
ノルディックウオニク。三朝温泉などの資
源を生かしたコース設定が考えられている


